
奈良県共通システム等構築・運用業務　提案書評価表

項目
評価点

項目
加重点

項目
技術点

技術点
合計

1 構築体制
・プロジェクト体制
・担当者の人数及び経験

①構築体制について記載すること
②プロジェクト責任者、プロジェクトマネージャ及び担当者の本業務に関わる
業務経験について記載すること
③品質保証及び監査体制について記載すること
④各要員の責任や役割分担について記載すること

・具体的な要員配置状況
・プロジェクト責任者、プロジェクトマネージャ及び担当者の本業務
に関わる業務経験
・品質保証及び監査体制の明確化
・各要員の責任や役割分担の明確化

10 3 30

2 類似業務実績 ・過去５年間の実績

①過去５年間の国又は地方公共団体との本調達と同等規模のシステムの構築及
び運用実績を記載すること。なお、実績は最大５件までとする。（６件以上の
実績を挙げた場合、本項目は評価しない）
②契約書の写し等、履行した業務内容がわかる書類を添付すること

※JVを組んだ参加者については、各構成員の実績から項目評価点を算出しそ
の平均により評価する（小数第一位四捨五入）

・同等規模の類似業務実績

10 2 20

3 スケジュール
・スケジュール
・進捗状況管理

①環境構築までのスケジュール及び県と受託者の役割分担について提案するこ
と
②αモデルからβ'モデルへの移行について、スケジュールを記述すること
③進捗状況の管理方法について、記載すること

以下を踏まえた適当なスケジュールを考慮した提案であるか
・スケジュールの設定
・スケジュールの項目
・県の負担の程度
・進捗状況報告のタイミング

10 5 50

4 全体要件
・全体構成
・調達内容、目的

①共通システム全体の構成図について、記載すること
②納品するライセンスについて、別添「(様式イ)共通システム構築・運用業務
ライセンス一覧表」に記載すること
③自社が構築する共通システムの選定方針及び特徴を記載すること
④県が想定するハードウェア基盤のリソース内で構築できるか記載すること

・共通システム全体の構成図が示され、各ライセンスに漏れがないか
・共通システムの特徴が記載され、システム選定の方針が記載されて
いるか
・令和６年度はα’モデル、令和７年度はβ'モデルと移行する内容
が、考慮されているか
・限られたリソース内で、構築内容となっているか

10 20 200

5
コミュニケーショ
ン基盤１

・Teams構成
・Teams機能

①Teams（Web会議システム、チャットシステム）における利用方法を職員
及びゲスト(県民等)の観点で記載すること
②BYODを利用にあたり、利用方法を記載すること
③Teamsにおけるチャット履歴の削除方法について、記載すること
④職員が利用するコニュニケーションツールのアドレス帳について、記載する
こと

・職員及びゲスト(県民等)の方が利用しやすいシステムとなっている
か
・職員・管理者の作業負担がかからない提案方法となっているか
・一定期間経過したチャット履歴の削除方法が職員負荷が少ない方法
で提案されているか
・アドレス帳が利用しやすいように、階層型の表示（組織・役職順）
の提案となっているか

10 20 200

6
コミュニケーショ
ン基盤２

・メールシステム

①LGWANメールとインターネットメールの２つを１本化する構成案を記載す
ること（メール送信時、受信時の流れ）
②職員のユーザインターフェースについて、記載すること
③インターネット側からLGWAN系にメールを送信する際の無害化の方式につ
いて、特徴を記載すること
④メール誤送信対策について、記載すること

・メールシステムの構成が適切で、LGWAN系に送信する際は、無害
化される仕組みとなっているか
・メールのインターフェースについて、職員が違和感なく利用できる
ものとなっているか
・LGWANメールを送信する際、イレギュラー対応（マクロ除去しな
い）が可能である提案となっているか
・誤送信対策内容が職員に負荷をかけない仕組みとなっているか

10 20 200

7
インターネット系
システム更改

・構成
・機能

①ActiveDirectoryの台数、構築場所等構成を記載すること
②資産管理、操作制限、ファイル授受システム等、提案する製品及び特徴を記
載すること
③庁内のオンプレミスのシステム及びクラウドサービスのシングルサインオン
の方法について、記載すること
④ID管理システムと連携するシステム（M365含む）について、記載するこ
と

・ActiveDirectory等は、端末を起動にあたり、必要要件となるた
め、冗長性が考えられているか
・提案する製品への移行について、ユーザへの影響が考慮されている
か
・職員が利用するシステムにおいて、極力シングルサインオン化され
ているか
・ID管理システムと各システムとの連携が考慮され、運用可能な構成
が提案されているのか

10 10 100

8
ネットワーク間参
照システム

・仮想デスクトップ
・仮想ブラウザ
・α'からβ'への移行

①仮想デスクトップ及び仮想ブラウザの製品及び特徴を記載すること
②仮想デスクトップ及び仮想ブラウザのシングルサインオンの方法と導入時期
について、記載すること
③仮想デスクトップ及び仮想ブラウザのα'モデルからβ'モデルへの移行方法
について、記載すること
④無害化システムとの連携方法について、記載すること

・仮想デスクトップ及び仮想ブラウザの安定稼働のための考慮がされ
ているか
・シングルサインオンなど、ユーザの使いやすい仕組みとなっている
か
・α'モデルからβ'モデルへの移行時、ユーザが混乱なく利用するた
めの提案となっているか

10 10 100

9
ブレイクアウト回
線及び装置

・構成
・機能

①ブレイクアウトと回線のキャリア、スペック、経路、本数を記載すること
②ブレイクアウト装置の特徴及びシャドーＩＴ設定の運用方法について、記載
すること
③ブレイクアウト装置、インターネット境界FWの設置場所及びその理由につ
いて、記載すること
④インターネット境界FWのセキュリティ対策機能（UTM）の特徴及び運用用
法について、記載すること

・ブレイクアウト回線は、安定稼働できる構成となっているか
・ブレイクアウト装置などの設置場所について、安定稼働を考慮した
構成となっているか。また、その理由は妥当か
・今後、利用するクラウドサービスが増えた場合、対応できる構成と
なっているか
・インターネット境界FWのセキュリティ対策機能（UTM）が、県の
セキュリティ維持に有効でかつ業務に影響がでない性能であるか

10 10 100

10
サービスレベル項
目

・SLA

①運用保守業務に関して、別途SLAを締結するので、評価・測定項目及びそ
の運用について、記載すること
②サービスレベルが達成できない場合等のペナルティの考え方について、記載
すること

・運用保守業務実施に係るSLA案が、妥当性かつ許容性のある提案
であるか
・サービスレベルが達成できない場合等のペナルティの考え方が、妥
当性のある提案であるか

10 15 150

システム要件 900

運用保守 650

評価の目安（記載が無い場合は０点とする）

構築業務履行
能力

100

番
号

評価対象
内容

項　　目 提案を求める内容 判断基準 評価のポイント
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評価点

項目
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技術点
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番
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項　　目 提案を求める内容 判断基準 評価のポイント

11 運用保守体制
・運用保守体制
・常駐者の実務経験

①運用保守体制【常駐者との社内SEの連携、リモートでの運用保守実施の有
無（セキュリティ対策含む）、年度切り替わり時の体制等】及び対応時間につ
いて、記載すること
②常駐者の実務経験、想定人数を記載すること
③本稼働前の体制と本稼働後の体制について、記載すること
④要員が交代する場合の研修、引継ぎの方法について、記載すること
⑤全体をマネジメント（統合管理）する内容を記載すること
⑥県と受託者の役割分担について、記載すること

・現実的な運用保守体制となる提案であるか
・常駐者の実務経験、想定人数について現実的であるか
・本稼働前の体制と本稼働後の体制について現実的であるか
・要員が交代する場合の研修、引き継ぎの方法
・全体をマネジメント（統合管理）できる内容となっているか
・県の負担が少ない提案となっているか

10 20 200

12
コミュニケーショ
ン基盤３

・コミュニケーション基
盤における運用・保守内
容

①コミュニケーションツール（BYOD含む）における運用方法及びセキュリ
ティ対策について、記載すること
②コミュニケーションツールを導入するにあたり、ヘルプデスク対応内容及び
操作研修方法について、記載すること
③コミュニケーションツール（特にSharePoint）の容量管理方法について、
記載すること

・運用管理方法（ユーザー及びゲスト管理方法、チームの管理方法な
ど）が適切で、セキュリティ対策が担保されているか
・ヘルプデスク対応方法及び操作研修（集合・動画）について職員が
利用しやすい内容となっているか
・職員がスムーズに新たなコミュニケーションツールの習得が可能で
ある、ヘルプデスク内容となっているか
・コミュニケーションツールの利用容量管理（チーム毎の容量
（SharePoint））方法について提案すること

10 15 150

13 運用保守要件
・業務内容
・ITサービスマネージメ
ントシステム

①県に負担の少ない運用となっているか
②ITサービスマネージメントシステムは有効活用される提案となっているか
③業務時間外の保守対応について記載すること

・県に負担の少ない運用となっているか
・ITサービスマネージメントシステムにおいて、過去の問合せ内容等
から蓄積されたデータを元に、職員に対して速やかに回答できる仕組
みとなっているか
・ITサービスマネージメントシステムにおいて、職員向けのインター
フェィスが分かりやすく回答誘導できるようになっているか
・業務時間外の保守対応について妥当か

10 15 150

14 移行要件
・メール等の移行
・α’からβ'への移行

①メールデータの移行方法について記載すること
②資産管理ソフト及び操作制限ソフト等の設定内容の移行方法について記載す
ること
③α'モデルからβ'モデルへの移行方法について記載すること
④移行における県と受託者の役割分担について記載すること

・移行に伴い、業務影響を最小になるよう考慮されているか
・メールの移行について、ユーザに影響なく移行できる方法となって
いるか
・資産管理ソフト及び操作制限ソフト等について、ユーザに影響なく
移行できる方法となっているか
・県と受託者の役割分担の中で、県の役割が少なくなるような提案と
なっているか

10 20 200 200

15 独自提案 ・独自提案
①本調達仕様書以外で、県の負担軽減、業務効率化、経費削減等の自社の独自
提案がある場合は記載すること

・県に有利な独自提案となっているか
10 10 100 100

16 要件具備 ・要件具備

①実現可能な要件について、別添「(様式ロ)奈良県共通システム等構築・運用
業務　要件具備確認表」に記載すること
・項目評価点=50*（必須以外の項目のうち実現可能（〇又は△）と回答した
項目数／必須以外の項目の総数）
・小数点以下１桁までを有効とし、小数点以下２桁目で四捨五入する
・必須項目を一つでも実現できないと回答した場合は、失格とする

・必須項目について、すべて実現可能となっているか
（必須以外の項目について、どれだけ実現可能かを各社毎に絶対評価
を行う）

50.0 1 50 50

2,000

運用保守 650


